
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 



4 - 1  

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

4-1 プロジェクトの効果 

 

 ウズベキスタン国の産業政策、教育セクターの上位計画である「国家人材育成プログラム

(NPPT)」、及び閣僚会議府令第400号による中等専門教育分野の教員養成・再訓練のニーズ

に対し、本プロジェクトで教員再訓練用機材の整備を実施することにより下記のような効果

の発現が期待できる。 

 
(1) 直接効果 

 

- 職業カレッジでの専門科目教員再訓練により、全国の再訓練対象教員（約700名/年）

に対し新しい技術を応用した教授法の研修が可能となる。 

 

- IDSSVEが自ら再訓練教材を制作（編集・印刷・製本）することにより、IDSSVEで

の再訓練対象教職員（約1,800名/年）を始め全国の教員にウズベク語の教材をタイム

リーに提供できるようになる。 

 

- IDSSVEの情報技術講座に最新の機材が導入されることにより、情報技術を活用した

教授法の再訓練を受けた教員が、所属する全国の中等専門教育機関（833校）で

NPPTで定められた新しい授業を行うことが出来るようになる。 

 

(2) 間接効果 

 

- 資格向上研修で再訓練の認定を受けた教員が全国の職業カレッジに戻り、新しい技

術による学生（現在、約540,000人）の職業教育が可能となる。 

 

- IDSSVEの資資資資資資で認認を受けけ教教が地地地地地での再再再のトトトトトととと、その地地地で再再再

を受けけ教教が更に地地地地地でトトトトトととと活活すすとすす押と出と式（カカカトカ地式）の波波効果ににと、全全で

隈隈く再再再を実実すすすとが可可ととす。 
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- ウズベク語化された再訓練教材を利用して、地方におけるカスケード方式の再訓練

研修が効率的に行われるようになる。 

 

- 女性に人気の高い看護学、外食仕出、製パン・製麺・製菓等の専門コースの再訓練

機材が拡充されることにより、女性の教育機会の拡大及び女性の就業者数の増加が

期待できる。 

 

- 職業カレッジの卒業生により産業従事者へ間接的に新しい技術が普及する。 

 

 上記の直接効果を測定する指標として、職業カレッジにおける専門科目教員の再訓練に関

しては、CSSVEがその地方支局を経由して策定する各地域での再訓練計画を用いた。IDSSVE

における全国を対象とした幹部教職員の再訓練に関しては、IDSSVEが策定する再訓練計画を

用いた。また、再訓練用教材の制作に係る効果測定指標としては、IDSSVEの教材印刷計画を

用いた。本プロジェクトの実施後に現出するであろう効果を測定する成果指標の予測は、

CSSVE及びIDSSVEが集計する再訓練実施統計によることになろう。 

 

4-2 課題・提言 

 

4-2-1 課題 

 

(1) 予算措置の確保とモニタリング 

 

 実施機関である CSSVE は、運営機関である IDSSVE 及び職業カレッジ 9 校に

おける計画機材の維持管理費等を含む経常予算に関し、当該年度分を前年度に財務省

経由予算申請しなければならない。この申請に対し、財務省から各機関に必要額が配

分されることになる。中等専門教育機関に係わる予算申請・管理は CSSVE が一元的

に管理していることから、機材の納入・運転開始後必要となる維持管理費や人件費等
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の増額分については CSSVE が予算申請を行うことになるが、一般に、外国からの援

助によるプロジェクトの実施に伴い充当すべき国内費用に関しては、優先的にその配

賦が認められていると言われる。本プロジェクトに関しては、日本国政府と「ウ」国

政府が交換公文を締結した後、「ウ」国側で閣議決定による政令が発布されることに

なる。その中で、本計画の実施に係る「ウ」側負担事項（要員及び費用）の予算措置

が謳われることになり、これをベースに具体的な予算申請を行うことになる。 

こうした予算措置は、計画機材が適正に維持管理され長期にわたり有効活用される

ための大きな前提条件であるが、これを確実なものとするため、「ウ」国側から日本

側に対する定期報告等による予算執行状況のモニタリングが必要であろう。 

 

(2) 運営維持管理体制の整備 

 

本プロジェクトが計画通り実施された場合、対象職業カレッジにおける機材の操

作・維持管理に係る要員は基本的に現有勢力で充分と思われるが、IDSSVE では新た

な技術が導入されるコンピュータ・ネットワーク及び印刷室について維持管理用員を

増員する必要がある。また、機材保管のセキュリティ・システム確立のため、

IDSSVE では独自に電子センサーによる防御システムを導入する計画である。こうし

た計画とは別に、前章で述べたとおり、計画機材の運営・維持管理に当たっては機材

の取扱マニュアルの作成、管理責任者の任命、定期点検の実施と記録の保管、保管シ

ステムの整備、維持管理費用の年次予算化等が必要である。このような維持管理体制

が整備されることにより、機材はより有効に活用され、その効果が増大するものと考

えられる。 

 

4-2-2 提言 

 

(1) 技術協力との連携 
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ウズベキスタンはかつて旧ソ連邦の一員として高い経済力のもとで高い教育を享受

した歴史を有している。こうした伝統に基づき、質の高い労働力が産業界に輩出され

てきたが、近年は座学面での優秀さにもかかわらず、教育機材が旧式化・老朽化した

ため、市場経済下で導入されつつある精密化・高速化・自動化の進む生産機械の技術

に教員・学生が直接馴染む上で大きな制約を受けてきた。旧ソ連製、東欧製の古い機

械を修理しながら長期間使いこなしてきており、機械を操作・保守する基本的な技能

は有しているが、「ウ」国の独立以来、中等専門教育機関に新しい教育機材が導入さ

れ始めたのはここ数年のことであり、先進工業諸国で使われているような機材の操作

にはまだ習熟していない教員が多いのが実状である。このため、本プロジェクトでは

各運営機関の教員及び実習指導員を対象に、計画機材の据付完了後メーカー技術員に

よる機材の操作・保守に係る指導を行い、機材が長期的に有効活用されるよう配慮し

ている。 

しかし、CSSVE では本プロジェクトに直接・間接に関連して、日本等の工業先進

国から近代的な職業教育に関する技術協力を受けたいとの要望を持っている。現地調

査時点ではまだ具体的な要請内容が固まっていなかったが、こうした技術協力により

「ウ」国の職業教育分野を広く対象とした実践的な技術協力がなされるのであれば、

本プロジェクトの実施と相俟って更に相乗効果を発揮し、より大きな効果が発現する

ものと期待される。 

 

(2) 産業界との連携と交流の強化 

 

「ウ」国における職業教育は、旧ソ連邦のシステムに基づき、関連企業による卒業

生の計画雇用という形で進路が確保されてきた経緯がある。このため、旧来の職業学

校では近隣の企業からの求人計画に基づき、必要とされる専門コースを設定し、入学

者定員を定めていた。こうしたシステムは、新しく中等専門教育機関として設立され

ている職業カレッジでも部分的に採用されている。しかし、職業カレッジにおける学

生実習用の機材は不足しており、また既存の機材は旧式化していることから、企業に
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おける生産現場実習等の OJT は教育上不可欠である。 

本プロジェクトが実施された場合、対象となる職業カレッジには新しい技術に基づ

く機材が導入される。また、IDSSVE には新規に印刷機械が導入されることになる。

こうした新しい機材の運転・保守にあたっては、産業界で実際に類似の機械を使用し

た実績のある企業の技術的サポートが得られれば、より計画機材の有効活用が可能と

なり、プロジェクトの効果はより高まることが期待される。 

 

(3) 国際機関及び他の援助機関等との連携 

 

「ウ」国の中等専門教育分野に対しては、第１章に示すとおり他国及び他ドナー機

関から各種の協力プロジェクトが実施されている。これらは、いずれも産業界のレベ

ルに整合する職業教育のためのカリキュラムの開発、新しい技術に対応した教授法の

研修、教材の開発、教育機材の整備等を目的としている。今回の我が国無償資金協力

による機材整備計画が実行された場合、機材の使用方法や運転・保守に係る技術情報

の共有の観点から、相互補完的役割を担うことが期待される。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

 

 「ウ」国政府は、中等専門教育分野の教員に対し再訓練による技術更新や資格向上の機会

を定期的に提供することを通じて職業教育の質の向上を図り、同国の産業界に即戦力として

貢献できる人材を育成するため、NPPTを策定した。今回無償資金協力の対象となるプロジェ

クトは、このNPPTの中核となる中等専門教育センター傘下で幹部教職員の再訓練、資格向上

を実施している中等専門教育開発研究所及びパイロット校として選定された９校の職業カレ

ッジにおける老朽化・旧式化した機材を更新し、不足している機材を追加あるいは新規に調

達するものである。これにより教員再訓練機能が強化され、教員の質が向上し、職業カレッ

ジを初めとする中等専門教育機関の学生に質の高い教育を提供することが可能となる。 

従って、本プロジェクトは「ウ」国の教育・人造りの国家目標に合致する。また、本プロ
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ジェクトで計画されている機材は「ウ」国の独自の資金と人材・技術を用いることで運営・

維持管理が可能である。計画機材を利用した生産実習や産業協力などにより若干の収益が見

込まれるが、本計画対象校の職業カレッジはモデル校としての性格を有するパイロット校で

あり、収益は機材の維持管理費用に充当することになっている。本プロジェクトによる環境

面に対する負の影響はない。以上から、本プロジェクトは我が国の無償資金協力の制度によ

り特段の困難なく実施することが可能である。 

  

4-4 結論 

 

 本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本プロジェクトが広く

住民のBHNの向上に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対して、我が国の

無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本プロジェクトの運営・維持

管理についても、相手国側体制は人員・資金ともに十分で問題ないと考えられる。しかし、

前述4-2項に述べた諸点が改善・整備されれば、本プロジェクトはより円滑かつ効果的に実施

しうると考えられる。 
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資料 1.  調査団員氏名、所属 

 

1. 基本設計現地調査（１） 

 

氏名 所属 アサインメント 

上垣 素行 国際協力事業団 

無償資金協力部審査室室長代理 

総括 

坪池 明日香 国際協力事業団 

無償資金協力部審査室 

計画管理 

志賀  渉 ユニコインターナショナル(株) 業務主任／教育計画 

柴田 安雄 ユニコインターナショナル(株) 機材計画１ 

大久保 勇 ユニコインターナショナル(株) 機材計画２ 

濱本 悟 ユニコインターナショナル(株) 積算/調達計画 

ﾎﾞｸﾞﾀﾞｰﾉﾌ・ｳﾗｼﾞｰ

ﾐﾙ 

ユニコインターナショナル(株) 通訳 

 

2. 基本設計現地調査（２） 

 

氏名 所属 アサインメント 

江尻 幸彦 国際協力事業団 

無償資金協力部調査役 

総括 

田口 邦彦 外務省経済協力局 

無償資金協力課 

無償資金協力 

志賀  渉 ユニコインターナショナル(株) 業務主任／教育計画 

柴田 安雄 ユニコインターナショナル(株) 機材計画１ 

大久保 勇 ユニコインターナショナル(株) 機材計画２ 

田部 睦巳 ユニコインターナショナル(株) 機材計画３ 

濱本 悟 ユニコインターナショナル(株) 積算/調達計画 

大谷 裕一 ユニコインターナショナル(株) 業務調整 

ﾎﾞｸﾞﾀﾞｰﾉﾌ・ｳﾗｼﾞｰ

ﾐﾙ 

ユニコインターナショナル(株) 通訳 
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3. 基本設計概要説明調査 

 

氏名 所属 アサインメント 

江尻 幸彦 国際協力事業団 

無償資金協力部調査役 

総括 

坪池 明日香 国際協力事業団 

無償資金協力部審査室 

計画管理 

志賀  渉 ユニコインターナショナル(株) 業務主任／教育計画 

柴田 安雄 ユニコインターナショナル(株) 機材計画１ 

ﾎﾞｸﾞﾀﾞｰﾉﾌ・ｳﾗｼﾞｰﾐ

ﾙ 

ユニコインターナショナル(株) 通訳 
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資料２. 調査行程 

 
 

１．基本設計現地調査（１） 
 

 

年月日 曜 スケジュール

コンサルタント団員

2002年
業務主任/
教育計画

機材計画１* 通訳 機材計画２ 調達計画/積算
通訳

（現地）
1 11月26日 火 成田発－ｿｳﾙ経由－ﾀｼｹﾝﾄ着

2 11月27日 水 JICA事務所表敬

3 11月28日 木 中等専門教育センター、中等専門教育開発研究所表敬・協議

4 11月29日 金 中等専門教育開発研究所協議、ﾀｼｹﾝﾄ支局協議

5 11月30日 土 団内会議

6 12月1日 日

7 12月2日 月

8 12月3日 火 ﾇｸｽ－ｳﾙｹﾞﾝﾁ移動（車）

9 12月4日 水 ﾎﾚｽﾞﾑ支局、ﾀｼｹﾝﾄ第１医科大学分校協議

10 12月5日 木

11 12月6日 金 ｳﾙｹﾞﾝﾁ－ﾀｼｹﾝﾄ移動

12 12月7日 土 団内会議

13 12月8日 日 1 成田発－フランクフルト 資料整理

14 12月9日 月 2 ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ－ﾀｼｹﾝﾄ着

15 12月10日 火 3

16 12月11日 水 4

17 12月12日 木 5 ﾀｼｹﾝﾄ－ﾌﾞﾊﾗ移動、ﾌﾞﾊﾗ支局表敬・協議 ｶｼｭｶﾀﾞﾘﾔ支局、ｶﾙｼ経済技術大学協議

18 12月13日 金 6 ﾍﾞｼｭｹﾝﾄ農業PC協議、企業調査（２社）

19 12月14日 土 7

20 12月15日 日 8 団内会議、資料整理

21 12月16日 月 9 中高等教育省、中等専門教育センター協議 企業調査（農機）

22 12月17日 火 10

23 12月18日 水 11 企業調査（農機、工作機械）

24 12月19日 木 12 日本大使館、JICA報告、ﾀｼｹﾝﾄ発 ﾀｼｹﾝﾄ発

25 12月20日 金 13 バンコク経由－成田着 ﾊﾞﾝｺｸ経由-成田

26 12月21日 土 業務主任に同じ

27 12月22日 日 資料整理 資料整理

28 12月23日 月 業務主任に同じ

29 12月24日 火 ﾀｼｹﾝﾄ発

30 12月25日 水 中等専門教育センター補足調査 ｿｳﾙ経由-成田着

31 12月26日 木 中等専門教育センター補足調査

32 12月27日 金

33 12月28日 土 ｿｳﾙ経由－成田着

*福岡発着

官団員

ﾀｼｹﾝﾄ－ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ移動（車）、ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ支局協議

ｳﾙｸﾞｰﾄ建設工芸PC協議、企業調査（３社）

ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ建築大学協議、ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ－ｶﾙｼ移動（車）

日本大使館、JICA表敬、中等専門教育センター表敬・協議

閣僚会議府、中高等教育省、対外経済関係庁表敬、中等専門教育セ
ンター、中等専門教育開発研究所協議

タシケント技術PC、ﾀｼｹﾝﾄ化学技術大学協議

ｶﾙｼ－ﾀｼｹﾝﾄ移動（車）

中等専門教育開発研究所協議 業務主任に同じ

団内会議

ﾀｼｹﾝﾄ繊維軽工業大学視察、ミニッツ案協議・署名

ﾌﾞﾊﾗ－ﾀｼｹﾝﾄ移動

中等専門教育開発研究所協議、ミニッツ案協議

企業調査（製粉工場、倉庫業者） 業務主任に同じ

ﾅﾏﾝｶﾞﾝ－ﾀｼｹﾝﾄ移動（車）

ﾅﾏﾝｶﾞﾝ農業経営PC協議、、ﾅﾏﾝｶﾞﾝ工学教育大学、SILK ROAD工場視察

印刷工場視察、中等専門教育開発研究所協議

日本大使館、JICA報告、ﾀｼｹﾝﾄ発

中等専門教育センター補足調査

ﾌﾞﾊﾗ建築公共事業PC協議、ガス公社、ﾌﾞﾊﾗ食品・軽工業大学（基幹大学）視察

ｳﾙｹﾞﾝﾁ医科PC協議、ｳﾙｹﾞﾝﾁ小児科病院視察

ﾇｸｽ支局、ﾇｸｽ工業PC、国立ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ大学協議

ﾀｼｹﾝﾄ－ﾇｸｽ移動

ｱｻｶ－ﾅﾏﾝｶﾞﾝ移動（車）、ﾅﾏﾝｶﾞﾝ支局、ﾅﾏﾝｶﾞﾝ工学教育大学協議

ﾀｼｹﾝﾄ－ﾌｪﾙｶﾞﾅ移動（車）

ﾌｪﾙｶﾞﾅ支局、ﾌｪﾙｶﾞﾅ工大、ｺｰｶﾝﾄﾞ･ｻｰﾋﾞｽ
業PC協議、ｺｰｶﾝﾄﾞ－ｱﾝﾃﾞｨｼﾞｬﾝ移動
（車）

ｱﾝﾃﾞｨｼﾞｬﾝ支局協議、ｱﾝﾃﾞｨｼﾞｬﾝ農業大学
協議、UZDAEWOO工場視察、ｱｻｶ農業PC協
議
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２．基本設計現地調査（２） 
 
 

 

年月日 曜

2003年

業務主任/
教育計画

機材計画１* 通訳 機材計画２
調達計画/積

算
機材計画３ 業務調整員

通訳
（現地）

1 2月4日 火 成田発－タシケント着 業務主任に同じ

2 2月5日 水 成田発－タシケント着 同上

3 2月6日 木 中等専門教育センター（専門家小部会調整委員会）、世銀協議

4 2月7日 金 保健省協議、中等専門教育開発研究所（再訓練部）協議（印刷機械関連）サイト調査 成田発－タシケント着 機材計画３に同じ

5 2月8日 土 サイト調査 同上

6 2月9日 日 団内打ち合わせ

7 2月10日 月 専門家小部会（建築仕上・木工）

8 2月11日 火 団内打ち合わせ

9 2月12日 水 専門家小部会（農産品貯蔵、食品加工機械保守）

10 2月13日 木 専門家小部会（獣医、動物学）

11 2月14日 金 専門家小部会（薬学、看護学）

12 2月15日 土

13 2月16日 日 資料整理

14 2月17日 月 専門家小部会（金属加工、溶接技術）

15 2月18日 火 専門家小部会（電気製品保守、電気設備保守）

16 2月19日 水 専門家小部会（ガス供給設備保守）

17 2月20日 木 専門家小部会（製粉、外食）

18 2月21日 金 専門家小部会（補足協議）、現地システムインテグレータ協議

19 2月22日 土 専門家小部会（農業機械保守、農学） 資料整理

20 2月23日 日 1
日本発－フラン
クフルト経由

21 2月24日 月 2 タシケント着 中等専門教育開発研究所（本部、再訓練部）補足協議

22 2月25日 火 3

23 2月26日 水 4 中等専門教育センター協議、タシケント繊維軽工業大学視察 ﾀｼｹﾝﾄ発－成田着

24 2月27日 木 5 中等専門教育開発研究所（再訓練部）協議 ﾀｼｹﾝﾄ発

25 2月28日 金 6 中等専門教育センター協議、タシケント技術PC視察 バンコク経由－成田

26 3月1日 土 7 ウルグートPC関連産業視察（田口団員はﾀｼｹﾝﾄ発ﾀｼﾞｷｽﾀﾝに移動）

27 3月2日 日 8 資料整理

28 3月3日 月 9 ミニッツ署名、日本大使館報告

29 3月4日 火 10 ｿｳﾙ経由－成田

30 3月5日 水 11

*福岡発着

JICA報告、ﾀｼｹﾝﾄ発

ソウル－成田

ﾀｼｹﾝﾄ－ｺｰｶﾝﾄﾞ（車）、ｺｰｶﾝﾄﾞPC協議、ｺｰｶﾝﾄﾞ－ﾌｪﾙｶﾞﾅ

ﾌｪﾙｶﾞﾅ－ｱｻｶ（車）、ｱｻｶ農業PC協議、ｱｻｶ－ﾅﾏﾝｶﾞﾝ

ﾅﾏﾝｶﾞﾝ農業PC協議、ﾅﾏﾝｶﾞﾝ－ﾀｼｹﾝﾄ（車）

ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ－ｶﾙｼ移動（車）、ﾍﾞｼｭｹﾝﾄ農業PC協議、ｶﾙｼ－ﾌﾞﾊﾗ（車）

ﾀｼｹﾝﾄ－ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ（車）、ｳﾙｸﾞｰﾄPC協議

ﾌﾞﾊﾗPC協議、ﾌﾞﾊﾗ－ﾀｼｹﾝﾄ（飛行機）

ﾀｼｹﾝﾄ－ｳﾙｹﾞﾝﾁ（飛行機）、ｳﾙｹﾞﾝﾁ医科PC協議、ｳﾙｹﾞﾝﾁ－ﾇｸｽ（車）

ﾇｸｽPC協議、ﾇｸｽ－ﾀｼｹﾝﾄ（飛行機）

ﾀｼｹﾝﾄPC協議、中等専門教育開発研究所建家調査

日本大使館、対外経済関係庁、JICA表敬

ﾀｼｹﾝﾄ発

団内打ち合わせ

スケジュール

官団員

コンサルタント団員

JICA、中等専門教育センター協議

中等専門教育開発研究所（再訓練部）協議（コンピュータ、ネットワーク関連）

中等専門教育開発研究所（本部）協議、現地システムインテグレータ協議
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３．基本設計概要説明調査 
 

 
 

スケジュール

コンサルタント団員

業務主任/
教育計画

機材計画１ 通訳

2003年 （江尻、坪池） （志賀） （柴田） （ボグダノフ）

1 6月3日 火 成田発→ﾀｼｹﾝﾄ着

2 6月4日 水 中等専門教育センター協議、JICA表敬

3 6月5日 木 中等専門教育センター協議

4 6月6日 金 中等専門教育開発研究所協議

5 6月7日 土 資料整理、団内打ち合わせ

6 6月8日 日 資料整理、団内打ち合わせ

7 6月9日 月 JICA（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣、研修打合せ） 専門家小部会協議

8 6月10日 火 専門家小部会協議

9 6月11日 水 ミニッツ案協議(CSSVE、JICA)

10 6月12日 木 ミニッツ署名(CSSVE)

11 6月13日 金 AM: 対外経済関係庁、日本大使館、JICA報告、PM: 補足調査（夜、ﾀｼｹﾝﾄ発）

12 6月14日 土 →ｿｳﾙ→成田

官団員
年月日 曜

日
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資料 3.  関係者リスト 

  

氏名 職位 

中高等教育省  

 Saidokhror S. GULYYAMOV 大臣 

 KHUSANOV Djummanazar Khusanovich 第１次官（CSSVE所長） 

 BUTAEV S.O. 人事・科学局長 

 SHABARSHOVA L.I. 遠隔教育・IT局長 

 ERIAZAROV S.K. 対外関係副局長 

 SHERMUKHAMEDOV A.T. "Ustoz"共和国基金代表 

   

閣僚会議府  

 KUCHUKBAEV Farid 社会部門主席専門官 

 ABDUKARIMOV A. 教育改革モニタリング部長 

   

対外経済関係庁  

 KHABIBULLAEV Salombefk 対外経済関係分析・予測総局長 

 SHAYAKUBOV Ravshan アジア・太平洋地域局長 

 KHJIMETOV Makhmud アジア・太平洋地域局首席事務官 

 YAKUBOV Bakhtiyor 主席儀典官 

   

中等専門教育センター (CSSVE)  

 MAHMUDOVA Shahlo Nasimovna 筆頭副所長 

 SATTOROV Zafar Muradovich 国際関係部長 

 MUSURMANOV Ochil Mutfullaevich 教育標準部長 

 USMONOVA M. 人事部長 

 ERGALIEV A. O. 財務部長 

 NORKULOV Abdikadir Abdurahmonovich 教科書・情報分析部長 

 NIMATOV R. 産業訓練部長 

 MIRJALOLOV T. 産業訓練部主任専門家 

 MAMATKULOV A. PC・リセ調達部長 

 KHORMURODOV A. PC・リセ調達課長 

 NARMURAZOV PC部長 

 SHOSALIMOV J. PC部副部長 

 ALLAMURATOV Shuhratulla Inoyatovich 人事部副部長 

 NURMURODOV S. PC部主任専門家 

 BATIROV Safarboy 建設部主任専門家 

 USMANOVA M.S. 訓練・認証部 

   

中等専門教育開発研究所 (IDSSVE)  

 IKRAMOV Abduvakhob 所長 

 NISHANOV Akhuram Hasanovich 副所長 
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 氏名 職位 

   

 NARIＭOV Shermet 再訓練学部長 

 MELNIKOV Andrey 情報技術技師 

  

中等専門教育センター支局  

   

 タシケント州支局  

 UMARALIEV T. 支局長 

   

 タシケント市支局  

 AZIMOV M. 支局長 

 CHORIEV Ruzimurat Kungratovich 副支局長 

 TEGAI R.V. 人事部長/PC担当 

 IGNATIEVA Svetlana Dmitrievna PC部 

   

 フェルガナ支局  

 GAFUROV Jalkilhol 副支局長 

 ALLABERDIEV Bahram 副支局長 

 SHARIPOV Mahmud 建設部副部長 

   

 アンディジャン支局  

 NAZAROV Muhitdin Nazarovich 支局長 

 HOSHIMOV Abdumalik 副支局長 

   

 ナマンガン支局  

 HABIBULLA Ubaidullaev 支局長 

 Husanov Ulugbek 副支局長 

 BAHRITDINOV Olimjon 副支局長（生産担当） 

 HUSAINOV Ulugbek マーケティング部長 

 Qambarov Ravshan 建設部副部長 

 Ubaydullaev 建設部主任 

   

 ブハラ支局  

 RAHMATULLAEV Mubin Rahmonovich 支局長 

  

 カラカルパク支局  

 Abdukhalikov Tavvakkal Khamidovich 支局長 

 Kalmuratov  Gafur  第１副支局長 

 Yakubov E. 副支局長 

 Fayziev Davron Shukhratovich 主席専門家 
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 氏名 職位 

   

 ホレズム支局  

 Kallandarov Palvan Iskandarovich 支局長 

 Nazariy  Mir Palvanovich 第１副支局長 

 Fayziev Davron Shukhratovich 主席専門家 

  

 サマルカンド支局  

 Kasimov Khusan 副支局長 

 Safarov Ahvar PC部長 

 Akhundjanova Khosiyat 人事管理部長 

 Rustamov T. 建設部副部長 

  

 カシュカダリヤ支局  

 Rahimov Ruiddin Qambarovich 副支局長 

 Azizov Samariddin Qarshievich 建設部主任専門家 

 Husanov Nurmat ahmedovich PC部長 

  

タシケント（ミルザ・ウルグベク）技術カレッジ  

 EMINOV Aschraf 校長 

 PARDAEV Abduraim 教頭 

 KARTASHOVA Lyubovj Ivanovna 教育部主任 

 PROSENKO V. 教師 

   

コーカンド・サービス産業カレッジ  

 ALIEV Mafruf 校長 

 HASHIMOVA Zarifahan 教頭 

 NASIMOV Nazimshon 教頭 

   

アサカ農業カレッジ  

 MAMATKARIMOV Shafhat Uzgenovich 校長 

   

ナマンガン農業経営カレッジ  

 SABIROV Ibrahimjon 校長 

 Xodjaev Abdumajid 教頭 

 Akramov Shuxrat 教頭 

 Ismatov Shokir 獣医学科長 

 Yuldashev Ilhomjon 農学科長 

 Ubaydullaev Maxammadjon 物理学科長 

   

ブハラ建築公共事業カレッジ  

 HUDOIKULOV Mehriddin Mardonovich 校長 
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 HAIDAROV Valeri Bahramovich 教頭 

 Imomkulov Tilav Muxamedovich 主任技師 

   

ヌクス工業カレッジ  

 Babakhanov Kiyatbay Kallibekovich 校長 

 Bekmuratov Z. 教頭 

  

ウルゲンチ医科カレッジ  

 Kuryazov Xurshid 校長 

 Rahmonov Ismoil 教頭 

 Polvonova Lalaxon Ismailovna プロジェクト担当 

   

ウルグート建築工芸カレッジ  

 Kudratov Djalil 校長 

 Khudayberganov Bakhtiyor 教頭 

 Rajabov Shokir Bekmirzaevich 機材管理部主任 

   

ベシュケント農業カレッジ  

 Kudratov Djalil 校長 

 Khudayberganov Bakhtiyor 教頭（職業訓練担当） 

 Olimov Pandji 主任指導員 

  

タシケント化学技術大学  

 YUSUPBEKOV Nodirbek Rustmbekovich 学長 

 ISMATULLAEV Pathulla Rahmatovich 副学長（教育担当） 

 MANNONOV Ulugbek Vasikovich 副学長（科学・IT担当） 

 KAMOLOV Tursunboi 再訓練学部長 

   

フェルガナ工科大学  

 TOTIEV Rasuljan 学長 

 MAHSILIEV Kishiyun 副学長 

 IRGALIEV Oldijon 再訓練学部長 

   

アンディジャン農業大学  

 HUDAIBERDIYEV Tolibjon Soliyevich 学長 

   

ナマンガン工業教育大学  

 MAHMUDOV Zakirjon 第１副学長（PC、AL担当） 

 BATIROV Erkim Hodjiakbarovich 副学長（科学・経済担当） 

 ISMAILOV Ravshanjon Bahritdinovich 副学長（IT、国際関係担当） 
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 KADIROV Sharkadibek Mahmudovich 再訓練学部長 

   

ブハラ食品軽工業大学  

 HODJIEV Muhsin Totievich 学長 

 ABDURAUPOVA Saida Erkinovna 副学長 

 NAVRUZOVA Gulgarda Nahmatovna 副学長 

 RAZZOKOV Shavhat Insonovich 副学長 

 HALIMOV Emin Zarinovich 再訓練学部長 

   

国立カラカルパクスタン大学  

 Utiniyazov Kuyanishbay 学長 

   

タシケント第１医科大学ウルゲンチ分校  

 Duschanov Baxtiyor Allaberganovich 学長 

   

国立サマルカンド建設大学  

 Usmanov Valiakhmad 再訓練学部長 

   

カルシ経済技術大学  

 Khodjakulov Rustam Turaevich 副学長（PC、AL担当） 

 Ruziev Akhror Evatovich 再訓練センター教育方法論担当 

   

タシケント繊維軽工業大学  

 Alimova Khalimahon Alimovna 学長（教授） 

 Abdugaffarov A. Abdujaborovich 筆頭副学長（教授） 

 Akbarov Djamol Nugmonovich 副学長（教授） 

 Khikmatullaeva Mukaddas 国際関係部（助教授） 

 Gulyamov Azamat Eshonkulovich シルク技術学科助教授 

 Daminov Askarali Davlatovich 製織技術学科助教授 

   

保健省  

 ALIMOVA S. 学術教育局長 

 Dr. NAZAROVA S. 主任専門家 

 Dr. Farkhad z. Fuzailov 世銀Healthプロジェクト実施調整官 

   

専門家小部会（中等専門教育センター）  

   

 金属加工グループ  

 POPOV YU. ハムザ鉄道カレッジ教師 

 ARSEBASOV I. ミルザウルグベク産業カレッジ教師 
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 BEKMURADOV Z. ヌクス工業カレッジ教頭 

   

 溶接技術グループ  

 GANIEV Z. ミルザウルグベク産業カレッジ教頭 

 SOSHIN S. ミルザウルグベク産業カレッジ教師 

 STULOVSKAYA T. ミルザウルグベク産業カレッジ教師 

 BEKMURADOV Z. ヌクス工業カレッジ教頭 

   

 薬学グループ  

 NAZAROVA S. 保健省主任専門家 

 MANSUROVA D. ｵﾌﾝﾎﾞﾎﾞｴﾌ医科専門学校教授法教師 

 HASANOVA D. ｵﾌﾝﾎﾞﾎﾞｴﾌ医科専門学校薬学教師 

 MUHITDINOVA D. ｵﾌﾝﾎﾞﾎﾞｴﾌ医科専門学校薬学教師 

 SHAMSIEV B. ｵﾌﾝﾎﾞﾎﾞｴﾌ医科専門学校教授法教師 

   

 看護学グループ  

 NAZAROVA S. 保健省主任専門家 

 TURSUNKULOVA R. 保健省医科専門学校セラピー学科長 

 YUNUSJONOVA Z. 保健省医科専門学校看護学科長 

 NAZAROVA G. ﾎﾞﾛﾌｽｷｰ医科専門学校産婦人学科長 

   

 農学グループ  

 MAHMATOV M. キブライ農業カレッジ教師 

 SATTAROVA K. ピスケント農業カレッジ教師 

 HAITOVA M. ピスケント農業カレッジ教師 

 URINOV U. ザンギオタ農業カレッジ教師 

 JURAEV T. ケンサイ農業カレッジ教師 

   

 獣医学グループ  

 MANASHEV H. ケンサイ農業カレッジ校長 

 ISAKOVA D. キブライ・ビジネス・カレッジ教師 

 HOLOF SH. キブライ・ビジネス・カレッジ教師 

 HOJAEV A. ナマンガン農業経営カレッジ教頭 

   

 農業機械保守グループ  

 UMAROVA K. ピスケント農業カレッジ教師 

 NUGMANOV I. タシケント農業・商業カレッジ教師 

 KAMALOV D. タシケント農業・商業カレッジ教師 

 QAYUMOV B. アサカ農業カレッジ教師 
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 外食仕出グループ  

 BEKNAZAROV M. クイルク・サービス業カレッジ校長 

 SHODIEV クイルク・サービス業カレッジ教師 

 STOLBINA T. クイルク・サービス業カレッジ教師 

 SULAYMANOV D. クイルク・サービス業カレッジ教頭 

 ALIEV M. コーカンド・サービス業カレッジ教師 

   

 電気製品保守グループ  

 SIDDIKHUJAEV O. タシケント通信カレッジ教師 

 VISILAYKIN A. タシケント通信カレッジ教師 

 NOSIROV S. 共和国実習訓練センター設計主任 

 ZOKIROV A. タシケント無線電子カレッジ校長 

 SULAYMONOV D. コーカンド・サービス業カレッジ教頭 

   

 ガス供給設備保守グループ  

 TOKHIROV J. タシケント建築公共事業カレッジ校長 

 SHAMSITDINOVA R. タシケント建築公共事業カレッジ教師 

 HAYDAROV V. ブハラ建築公共事業カレッジ教頭 

   

 電気設備保守グループ  

 RAKHMONOV F. タシケント市SSVE支局産業訓練部長 

 NOSIROV S. 共和国実習訓練センター設計主任 

 HAYDAROV V. ブハラ建築公共事業カレッジ教頭 

   

 農産品貯蔵グループ  

 DADAEV K. タシケント化学技術大学農産品貯蔵学部長 

 UMURZAKOVA A. グルバコル産業カレッジ教師 

 ABDULLAEVA D. タシケント農業・商業カレッジ教師 

   

 動物学（畜産）グループ  

 TAJIBOEVA F. キブライ農業カレッジ教師 

 ALMATOV M. オックルガン農業カレッジ教師 

 ISAKOVA D. キブライ・ビジネス・カレッジ教師 

 RUZIEV A. ベシュケント農業カレッジ教頭 

   

 建築仕上・木工グループ  

 MINNERAY G. タシケント市第16カレッジ生産実習教師 

 SHOKIROVA I. セルゲリ職業カレッジ教師 

 SATTAROVA M. タシケント建築工芸カレッジ教師 

 JURAEV M. ウルグート建築工芸カレッジ教頭 
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 AZIZOV SH. ウルグート建築工芸カレッジ教師  

    

 製パン・製菓・製麺グループ  

 EMINOV A. タシケント技術カレッジ校長 

 ILALOV K. グルバコル産業カレッジ校長 

 PROSENKO V. タシケント技術カレッジ教師 

 KOSIMOV A. ヤンギオル技術カレッジ教師 

   

 食品加工機械保守グループ  

 EMINOV A. タシケント技術カレッジ校長 

 KARTOSHEVA L. タシケント技術カレッジ教頭 

 YUNUSOV SH. タシケント技術カレッジ教師 

   

 印刷機械・コンピュータ・グループ  

 NORKULOV A. CSSVE教科書・情報分析部長 

 AVLIYOKULOV A. CSSVE教科書・情報分析部副部長 

 IKRAMOV A. IDSSVE所長 

 NISHANOV A. IDSSVE副所長 

 HUSANOV K. IDSSVE情報技術学科助教授 

 MENSHENKO A. IDSSVE資格向上学部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾝｼﾞﾆｱ 

 MIRZAHMEDOV タシケント印刷工場主任技師 

 PETROVA N. 印刷工業専門学校教師 

 ISLAMOV E. 印刷工業専門学校印刷部長 

 MAHMUDOV S. IDSSVE国際関係部長 

 BULANOV A. タシケント繊維軽工業大学印刷学科長 

 

在ウズベキスタン共和国日本大使館  

 Yukiko NAKANO 一等書記官 

 林 朋幸 三等書記官 

   

国際協力事業団ウズベキスタン事務所  

 柳沢 香枝 所長 

 田邊 秀樹 所員 

 Sharifzoda U. Sharipov Program Officer 

  

ウズベキスタン・日本人材開発センター  

 岩波 和俊 所長 
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